
 

2020 年３月期 決算概要 

2020年５月 12日 

会 社 名  アニコム損害保険株式会社               
Ｕ Ｒ Ｌ   https://www.anicom-sompo.co.jp/                      
代  表  者 （役職名）代表取締役     （氏名）野田 真吾 
問合せ先責任者 （役職名）経理部長       （氏名）大久保 弘二      ＴＥＬ( 03 ) 5348-3777     

 

（百万円未満切捨て） 

 
１．2020 年３月期の業績（2019年４月１日～2020年３月 31日） 
(1)経営成績                                  （％表示は対前年増減率） 

 正味収入保険料 経常利益 当期純利益 
 百万円 ％  百万円 ％ 百万円 ％ 

2020年３月期 39,105 13.2 1,842 △18.8 1,251 △21.6 

2019年３月期 34,535 10.4 2,268 17.9 1,597 14.8 

 

 
１株当たり 

当期純利益 

潜在株式調整後 

１株当たり当期純利益 

  円   銭  円 銭 

2020年３月期 6,144 74 ― 

2019年３月期 9,355 68 ― 

 
(2)財政状態 

 総 資 産      純 資 産 自己資本比率 
１株当たり 
純資産 

 百万円 
 

百万円 
 

％ 
         

         

円  銭 

2020年３月期 39,072 17,042 43.6 83,649 32 

2019年３月期 36,287 16,170 44.6 79,366 26 

 
 
２．注記事項 
 
(1)会計方針の変更、会計上の見積りの変更、修正再表示 
①  会計基準等の改正に伴う変更 ：無 
②  ①以外の変更 ：無 
③  会計上の見積りの変更 ：無 
④  修正再表示 ：無 

 
(2)発行済株式数（普通株式） 
①  期末発行済株式数(自己株式を含む) 2020 年３月期 203,740 株 2019 年３月期 203,740 株 

②  期末自己株式数 2020 年３月期 - 株 2019 年３月期 - 株 

③  期中平均株式数 2020 年３月期 203,740 株 2019 年３月期 170,699 株 
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３．財務諸表 

(1) 貸借対照表 

                                      （単位：百万円） 

  
前事業年度  当事業年度 

(2019年３月 31日) (2020年３月 31日) 

資産の部   

現金及び預貯金 25,242 22,242 

有価証券 4,093 9,183 

貸付金 490 1,012 

有形固定資産 1,007 1,293 

無形固定資産 1,277 1,281 

その他資産 3,834 3,521 

繰延税金資産 639 931 

貸倒引当金 △297 △393 

資産の部合計 36,287 39,072 

負債の部     

保険契約準備金 16,041 17,977 

支払備金 2,148 2,328 

責任準備金 13,893 15,649 

その他負債 3,858 3,828 

賞与引当金 162 155 

特別法上の準備金 54 68 

価格変動準備金 54 68 

負債の部合計 20,117 22,029 

純資産の部   

株主資本 16,321 17,572 

  資本金 6,550 6,550 

  資本剰余金 3,664 3,664 

  利益剰余金 6,107 7,358 

評価・換算差額等 △150 △530 

  その他有価証券評価差額金 △150 △530 

純資産の部合計 16,170 17,042 

負債及び純資産の部合計 36,287 39,072 
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(2)損益計算書 

（単位：百万円） 

  

前事業年度 当事業年度 

       (自  2018年４月 １日  (自 2019年４月 １日 

     至  2019年３月 31日)    至 2020年３月 31日) 

経常収益 34,960  39,622  

保険引受収益 34,535  39,105  

  （うち正味収入保険料) 34,535  39,105  

資産運用収益 383  498  

（うち利息及び配当金収入) 154  222  

   (うち有価証券売却益) 228  276  

その他経常収益 41  17  

経常費用 32,692  37,780  

保険引受費用 24,072  27,213  

(うち正味支払保険金) 18,456  20,492  

(うち損害調査費) 1,003  1,109  

(うち諸手数料及び集金費) 3,079  3,675  

(うち支払備金繰入額) 196  179  

(うち責任準備金繰入額) 1,336  1,756  

資産運用費用 10  109  

(うち有価証券売却損) 6  28  

(うち有価証券評価損) 3  80  

営業費及び一般管理費 8,479  10,346  

その他経常費用 129  110  

（うち支払利息） 0  0  

経常利益 2,268  1,842  

特別利益 14  2  

特別損失 13  38  

税引前当期純利益 2,269  1,806  

法人税及び住民税 751  699  

法人税等調整額 △79  △144  

法人税等合計 672  554  

当期純利益 1,597  1,251  
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(3)株主資本等変動計算書 

（単位：百万円） 

前事業年度(自 2018年４月１日 至 2019年３月 31日) 

 株主資本 

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

株主 

資本 

合計 資本 

準備金 

資本 

剰余金 

合計 

利益 

準備金 

その他

利益剰

余金 利益 

剰余金 

合計 
繰越利

益剰余

金 

当期首残高 5,050 2,164 2,164 240 4,269 4,510 11,724 

当期変動額        
新株の発行 1,500 1,500 1,500    3,000 

当期純利益     1,597 1,597 1,597 

株主資本以外の項目の当

期変動額(純額) 

       

当期変動額合計 1,500 1,500 1,500 － 1,597 1,597 4,597 

当期末残高 6,550 3,664 3,664 240 5,866 6,107 16,321 

 

 

評価・換算 

差額等 
純資産 

合計 
その他 

有価証券 

評価差額等 

評価・換算 

差額等合計 

当期首残高 
△128 △128 11,595 

当期変動額    
新株の発行   3,000 

当期純利益   1,597 

株主資本以外の項目の当

期変動額(純額) 
△22 △22 △22 

当期変動額合計 △22 △22 4,574 

当期末残高 △150 △150 16,170 
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当事業年度(自 2019年４月１日 至 2020年３月 31日) 

 株主資本 

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

株主 

資本 

合計 資本 

準備金 

資本 

剰余金 

合計 

利益 

準備金 

その他

利益剰

余金 利益 

剰余金 

合計 
繰越利

益剰余

金 

当期首残高 6,550 3,664 3,664 240 5,866 6,107 16,321 

当期変動額        

当期純利益     1,251 1,251 1,251 

株主資本以外の項目の当

期変動額(純額) 

       

当期変動額合計 － － － － 1,251 1,251 1,251 

当期末残高 6,550 3,664 3,664 240 7,118 7,358 17,572 

 

 

評価・換算 

差額等 
純資産 

合計 
その他 

有価証券 

評価差額等 

評価・換算 

差額等合計 

当期首残高 
△150 △150 16,170 

当期変動額    

当期純利益   1,251 

株主資本以外の項目の当

期変動額(純額) 
△379 △379 △379 

当期変動額合計 △379 △379 872 

当期末残高 △530 △530 17,042 
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(4)継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

(5)注記事項 

（貸借対照表の注記） 

1．有価証券の評価基準及び評価方法は次のとおりであります。 

（1）その他有価証券のうち時価のあるものの評価は、決算日の市場価格等に基づく時価法によっております。 

なお、評価差額は全部純資産直入法により処理し、また、売却原価の算定は移動平均法によっております。 

（2）その他有価証券のうち時価を把握することが極めて困難と認められるものの評価は、移動平均法に基づく原価法に

よっております。 

2．有形固定資産（リース資産は除く）の減価償却は、定率法によっております。 

3．自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法によっております。  

4．所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産については、リース期間を耐用年数とし、残存価額を零と

する定額法によっております。 

5．債権の貸倒れによる損失に備えるため、資産の自己査定基準及び償却・引当基準に基づき、貸付金については過去の

一定期間における貸倒実績等から算出した予想損失率を、その他債権については過去の一定期間における貸倒実績等

から算出した貸倒実績率を債権額に乗じた額を引当てております。 

また、全ての債権については、資産の自己査定基準に基づき、各所管部署が資産査定を実施し、当該部署から独立

した内部監査室が査定結果を監査しており、その査定結果に基づいて上記の引当を行っております。 

6．賞与引当金は、従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額の当事業年度の負担額を計上しており

ます。 

7．価格変動準備金は、株式等の価格変動による損失に備えるため、保険業法第115 条の規定に基づき計上しておりま

す。 

8．消費税等の会計処理は税抜方式によっております。ただし、損害調査費、諸手数料及び集金費、営業費及び一般管理

費等の費用は税込方式によっております。なお、資産に係る控除対象外消費税等は仮払金に計上し、５ 年間で均等償

却を行っております。 

9. 有形固定資産の減価償却累計額は、578百万円であります。 
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10. 支払備金及び責任準備金の内訳は次のとおりであります。 

(1)支払備金の内訳は次のとおりであります。 

   支払備金(出再支払備金控除前、（ロ）に掲げる保険を除く)  2,328百万円 

   同上にかかる出再支払備金 －百万円  

   差引（イ） 2,328百万円 

   地震保険および自動車損害賠償責任保険にかかる支払備金(ロ)  －百万円 

   計（イ+ロ） 2,328百万円 

 

  (2)責任準備金の内訳は次のとおりであります。 

   普通責任準備金(出再責任準備金控除前)  14,191百万円 

   同上にかかる出再責任準備金 －百万円 

   差引（イ） 14,191百万円 

   その他の責任準備金（ロ） 1,458百万円 

   計(イ+ロ) 15,649百万円 

11. 関係会社に対する金銭債務の総額は 887百万円であります。 

12. 繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳は次のとおりであります。 

(1)繰延税金資産 

 

 

 

 

 

 

13．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との間に重要な差異があるときの、当該差異の原因となった主

要な項目別の内訳 

 （単位：％） 

法定実効税率 28.0 

（調整）  

交際費等永久に損金に算入されない項目 1.0 

住民税均等割 0.7 

その他 1.0 

税効果会計適用後の法人税等の負担率 30.7 

14. 金融商品関係 

１．金融商品の状況に関する事項 

(1) 金融商品に対する取組方針 

当社は、主として損害保険業を行っており、資産の運用においては、運用資金の性格を考慮し、「安全性」「収

益性」「流動性」「公共性」を総合的に判断し、社会・公共の福祉に資するような資産運用を目指しております。 

運用手段は、預貯金、公社債、公社債投信、株式、株式投信、不動産投信等とし、年度資産運用計画に準拠した

資産運用を行っております。 

(2) 金融商品の内容及びそのリスク 

当社の保有する金融商品は、預貯金、公社債、公社債投信、株式、株式投信、不動産投信等であり、下記のリス

クに晒されております。 

①市場関連リスク 

金利、為替、株式などの市場の変動に伴い、ポートフォリオの価値が変動し損失を被るリスクを指します。 

②信用リスク 

個別与信先の信用力の変化に伴い、ポートフォリオの価値が変動し損失を被るリスクを指します。 

(3) 金融商品に係るリスク管理体制 

責任準備金  408 百万円 

未払事業税  32 百万円 

賞与引当金繰入限度額超過額  43 百万円 

減価償却限度超過額          9 百万円 

貸倒引当金  110 百万円 

支払備金  42 百万円 

新株予約権  65 百万円 

その他有価証券評価差額金               206 百万円 

その他  25          百万円 

繰延税金資産小計  943 百万円 

評価性引当金  △12 百万円 

繰延税金資産合計  931 百万円 
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当社におけるリスク管理体制については、資産運用部門（財務部）、事務管理部門（経理部）、リスク管理部門

（リスク管理部）を設置し、資産運用リスク管理規程に基づき、相互牽制機能が働く体制としております。 

①市場関連リスクの管理 

有価証券のうち株式・債券等については時価とリスク量を把握し、保有状況を継続的に見直しております。 

②信用リスクの管理 

有価証券の発行体の信用リスクについては、銘柄ごとの格付情報、時価等の把握を行うことで管理をしており

ます。また、政策投資目的で保有している有価証券については、取引先の市場環境や業績状況等を定期的にモ

ニタリングしております。 

リスク管理も含めた資産運用状況については、取締役会において月次で報告され、モニタリング結果の確認及

びリスク管理態勢の整備を行っております。 

 

(4) 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明 

金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算定された価額が含まれ

ております。当該価額の算定においては一定の前提条件等を採用しているため、異なる前提条件等によった場合、

当該価額が異なることもあります。  

 

２．金融商品の時価等に関する事項 

貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。 

なお、時価を把握することが極めて困難と認められるものは、次表に含まれておりません（(注)2.参照）。 

 貸借対照表計上額 

(百万円) 

時価 

(百万円) 

差額 

(百万円) 

（1）現金及び預貯金 22,242 22,242 － 

（2）有価証券 8,835 8,835 － 

（3）貸付金 1,012 1,001 △10 

貸倒引当金(*1) △363 △363 － 

 649 638 △10 

（4）未収金(*2) 1,817 1,817 － 

資産計 33,543 33,533 △10 

(*1)貸付金に対応する一般貸倒引当金を控除しております。 

(*2)未収金に対する貸倒引当金については、重要性が乏しいため、貸借対照表計上額から直接減額しておりま

す。 

(注)1.金融商品の時価の算定方法 

資産 

(1)現金及び預貯金 

満期のない預金については、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によっております。 

満期のある預金については、個別の預金ごとに、新規に預金を行った場合に想定される預金金利で割り引いた

現在価値を算定しております。 

(2)有価証券 

株式については取引所の価格によっており、債券については日本証券業協会の公表する公社債店頭売買参考統

計値表に表示される価格又は取引金融機関から提示された価格等によっております。また、投資信託及び投資

法人の投資口については、公表または資産運用会社から提示される基準価格等によっております。 

(3)貸付金 

貸付金については、元利金の合計額を同様の新規貸付を行った場合に想定される利率で割り引いて 

算定する方法によっております。 

(4)未収金 

未収金については、短期間で決済されるため時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によって

おります。 

2.時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品は、次のとおりであり、「(2)有価証券」には含めてお

りません。 

・非上場株式（貸借対照表計上額 347百万円） 

上記金融商品は、市場価格がなく、かつ、将来キャッシュ・フローを見積もることができないことから時価

開示の対象とはしておりません。 

15．賃貸等不動産の状況に関する事項及び賃貸等不動産の時価に関する事項 

１．賃貸等不動産の状況に関する事項 

東京都において賃貸不動産（土地及び建物）を、また兵庫県において遊休不動産（土地）を所有しております。 

２．賃貸等不動産の時価に関する事項 

 （単位：百万円） 

貸借対照表計上額 期末時価 

932 956 
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16． 1株当たりの純資産額は 83,649 円 32銭であります。 

なお、算定上の基礎である当期末純資産17,042百万円であり、純資産の部の合計額から控除する金額はありません。

また、普通株式の期末株式数は203,740.4株であります。 

17. 事業年度末日後に、翌事業年度以降の財産又は損益に重要な影響を及ぼす事象は生じておりません。 

18. 連結納税制度を適用しております。 

19．金額は記載単位未満を切り捨てて表示しております。 
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（損益計算書の注記） 

1．関係会社との取引による費用の総額は、1,693百万円であります。 

2．(1)正味収入保険料の内訳は次のとおりであります。 

   収入保険料 39,105百万円 

   支払再保険料 －百万円 

   差引 39,105百万円 

 (2)正味支払保険金の内訳は次のとおりであります。  

  支払保険金 20,492百万円 

    回収再保険金 －百万円 

  差引 20,492百万円 

 (3)諸手数料及び集金費の内訳は次のとおりであります。 

   支払諸手数料及び集金費 3,675百万円 

   出再保険手数料 －百万円 

   差引 3,675百万円 

  (4)支払備金繰入額（△は支払備金戻入額）の内訳は次のとおりであります。 

   支払備金繰入額(出再支払備金控除前、(ロ)に掲げる保険を除く)  179百万円 

   同上にかかる出再支払備金繰入額 －百万円 

   差引（イ） 179百万円 

   地震保険および自動車損害賠償責任保険にかかる支払備金繰入額（ロ） －百万円 

   計(イ+ロ)  179百万円 

  (5)責任準備金繰入額（△は責任準備金戻入額）の内訳は次のとおりであります。 

   普通責任準備金繰入額(出再責任準備金控除前) 1,404百万円 

   同上にかかる出再責任準備金繰入額 －百万円 

   差引(イ)  1,404百万円 

     その他の責任準備金繰入額(ロ) 351百万円  

     計(イ+ロ)  1,756百万円 

  (6)利息及び配当収入の内訳は次のとおりであります。 

預貯金利息 1百万円 

貸付金利息 5百万円 

有価証券利息・配当金 214百万円 

計 222百万円 

3．１株当たりの当期純利益は6,144円74銭であります。 

なお、算定上の基礎である当期純利益は1,251百万円であり、その全額が普通株式に係るものであります。また、普

通株式の期中平均株式数は203,740.4株であります。 
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4．関連当事者との取引は次のとおりであります。 

(1)親会社及び法人主要株主等 

属性 会社等の名称 
議決権等の所有

（被所有）割合 

関連当事者との 

関  係 
取引内容 

取引金額 

(百万円) 
科目 

期末残高 

(百万円) 

親 

会 

社 

アニコム ホールディ

ングス株式会社 

（被所有） 

100% 

役員の兼務 

1名 

経営指導 

経営管理料 

(注 1) 
1,693 未払金 37 

連結法人税 569 未払金 569 

 

(注）取引金額は税込みで表示しております。 

    

取引条件及び取引条件の決定方針等 

(注 1)当社が委託する経営指導及び業務委託内容等を勘案した上で、会社の事業規模等により決定しております。 

 

(2)兄弟会社等  

属性 会社等の名称 
議決権等の所有

（被所有）割合 

関連当事者との 

関  係 
取引内容 

取引金額 

(百万円) 
科目 

期末残高 

(百万円) 

親会

社の

子会

社 

アニコム先進医療研究

所株式会社 
－ 資金の貸付 

資金の貸付 

(注 1) 
522 貸付金 522 

利息の受取 

(注 1) 
2 － － 

親会

社の

関連

会社 

ｾﾙﾄﾗｽﾄ･ｱﾆﾏﾙ･ 

ｾﾗﾋﾟｭｰﾃｨｸｽ株式会社 
－ 資金の貸付 

資金の貸付 

(注 1) 
－ 貸付金 490 

利息の受取 

(注 1) 
3 － － 

 

 

 

 

取引条件及び取引条件の決定方針等 

 (注 1)資金の貸付については、市場金利を勘案して決定しております。 

 

5．金額は記載単位未満を切り捨てて表示しております。 
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４.その他の情報 

(１)種目別保険料・保険金 

保険引受の実績は以下のとおりであります。 

①元受正味保険料（含む収入積立保険料）                 

区分 

前事業年度 当事業年度 

(自 2018年４月 １日 (自 2019年４月 １日 

至 2019年３月 31日)  至 2020年３月 31日) 

金額 構成比 対前年増減 金額 構成比 対前年増減 

（百万円） （％） （％） （百万円） （％） （％） 

ペ ッ ト 保 険  34,535 100.0 10.4 39,105 100.0 13.2 

合 計 34,535 100.0 10.4 39,105 100.0 13.2 

（うち収入積立保険料） (－) (－) (－) (－) (－) (－) 

 

②正味収入保険料                             

区分 

前事業年度 当事業年度 

(自 2018年４月 １日 (自 2019年４月 １日 

 至 2019年３月 31日)  至 2020年３月 31日) 

金額 構成比 対前年増減 金額 構成比 対前年増減 

（百万円） （％） （％） （百万円） （％） （％） 

ペ ッ ト 保 険 34,535 100.0 10.4 39,105 100.0 13.2 

合 計 34,535 100.0 10.4 39,105 100.0 13.2 

（うち収入積立保険料） (－) (－) (－) (－) (－) (－) 

 

③正味支払保険金                        

区分 

前事業年度 当事業年度 

(自 2018年４月 １日 (自 2019年４月 １日 

 至 2019年３月 31日)  至 2020年３月 31日) 

金額 構成比 対前年増減 金額 構成比 対前年増減 

（百万円） （％） （％） （百万円） （％） （％） 

ペ ッ ト 保 険 18,456 100.0 11.2 20,492 100.0 11.0 

合 計 18,456 100.0 11.2 20,492 100.0 11.0 
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(3)有価証券関係  

①売買目的有価証券   該当ありません。 

 

②その他有価証券で時価のあるもの                       

種類 

前事業年度 

（2019年３月 31日現在） 

当事業年度 

（2020年３月 31日現在） 

取得原価 

（百万円） 

貸借対照表

計上額 

（百万円） 

差額 

（百万円） 

取得原価 

（百万円） 

貸借対照表

計上額 

（百万円） 

差額 

（百万円） 

貸借対照表計上額

が取得原価を超え

るもの 

株 式 63 67 3 － － － 

そ の 他 478 482 3 2,499 2,665 166 

小 計 541 549 7 2,499 2,665 166 

貸借対照表計上額が

取得原価を超えない

もの 

株 式 199 178 △20 224 169 △55 

そ の 他 3,213 3,017 △196 6,847 6,000 △847 

小 計 3,413 3,196 △217 7,072 6,169 △903 

合計 3,955 3,745 △209 9,571 8,835 △736 

（注）時価を把握することが極めて困難と認められるその他有価証券（株式 347百万円）は、上表に含め

ておりません。 
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(4)ソルベンシー・マージン比率

「ソルベンシー・マージン比率」については、以下のとおりです。 

前事業年度 当事業年度 

（百万円） （百万円） 

（A）ソルベンシー・マージン総額 19,848 21,515 

資本金又は基金等 16,321 17,572 

価格変動準備金 54 68 

危険準備金 － － 

異常危険準備金 1,106 1,458 

一般貸倒引当金 266 364 

その他有価証券の評価差額（税効果控除前） △209 △736

土地の含み損益 26 19

配当準備金未割当部分 － － 

持込資本金等 － － 

繰延税金資産の不算入額  － － 

税効果相当額  2,281 2,768 

負債性資本調達手段等、保険料積立金等余剰部分 － － 

控除項目 － － 

（B）リスクの合計額

√{(Ｒ5＋Ｒ8)²＋(Ｒ2＋Ｒ3)²}＋Ｒ4＋Ｒ6
9,248 10,502 

一般保険リスク（Ｒ５） 8,991 10,179 

第三分野保険の保険リスク（Ｒ８） － － 

予定利率リスク（Ｒ２） － － 

資産運用リスク（Ｒ３） 1,009 1,373 

巨大災害リスク（Ｒ６） － － 

経営管理リスク（Ｒ４） 200 231 

（C）ソルベンシー・マージン比率

[(A)/{(B)×1/2}]×100
429.2％ 409.7％ 

（注） 上記の金額及び数値は、保険業法施行規則第86条及び第87条並びに平成8年大蔵省告示第50号の規定に基づいて算出して

おります。 

＜ソルベンシー・マージン比率＞ 

・損害保険会社は、保険事故発生の際の保険金支払や積立保険の満期返戻金支払等に備えて準備金を積み立てております

が、巨大災害の発生や、損害保険会社が保有する資産の大幅な価格下落等、通常の予測を超える危険が発生した場合で

も、十分な支払能力を保持しておく必要があります。

・こうした「通常の予測を超える危険」を示す「リスクの合計額」（上表の（Ｂ））に対する「損害保険会社が保有して

いる資本金・準備金等の支払余力」（すなわちソルベンシー・マージン総額：上表の（Ａ））の割合を示す指標とし

て、保険業法等に基づき計算されたのが、「ソルベンシー・マージン比率」（上表の（Ｃ））であります。

・｢通常の予測を超える危険｣とは、次に示す各種の危険の総額をいいます。

①保険引受上の危険 ：保険事故の発生率等が通常の予測を超えることにより発生し得る危険（巨大災害に係る 

（一般保険リスク） 危険を除く） 

（第三分野保険の保険リス

ク）

②予定利率上の危険

（予定利率リスク）

：積立保険について、実際の運用利回りが保険料算出時に予定した利回りを下回ることにより発

生し得る危険 

③資産運用上の危険 ：保有する有価証券等の資産の価格が通常の予測を超えて変動することにより発生し得る危険等 

（資産運用リスク）

④経営管理上の危険 ：業務の運営上通常の予測を超えて発生し得る危険で上記①～③及び⑤以外のもの 

（経営管理リスク）

⑤巨大災害に係る危険 ：通常の予測を超える巨大災害（関東大震災や伊勢湾台風相当）により発生し得る危険 

（巨大災害リスク）

・「損害保険会社が保有している資本金・準備金等の支払余力｣（ソルベンシー・マージン総額）とは、損害保険会社の純

資産（社外流出予定額等を除く）、諸準備金（価格変動準備金・異常危険準備金等）、土地の含み益の一部等の総額で

あります。

・ ソルベンシー・マージン比率は、行政当局が保険会社を監督する際に活用する客観的な判断指標のひとつであります

が、その数値が 200％以上であれば「保険金等の支払能力の充実の状況が適当である」とされております。


